
解　説	
	

1.  平成27年度までに、MM1プリオンとMM2視床型プリオンが混在する症例
(MM1+2T)が存在することを明らかにした。	

2.  平成28年度はプリオン蛋白ヒト化遺伝子改変マウスを用いて、MM1+2Tプリオ
ンの感染性がMM1やMM2Tプリオンと異なるのかを評価した。	
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